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京都に米軍基地いらない府民の会 

連絡先：京都市中京区壬生仙念町 30-２ラボール京都５階 

    京都総評内 京都共同センター気付 

    電話 075-801-2308 Fax 075-812-4149 

 

米軍基地設置問題について京丹後市、京都府への要請 FAX 

のとりくみについてのお願い 

 

 日ごろのご奮闘に敬意を表します。 

 さて、京都への米軍基地設置問題について、設置場所の京丹後市と京都府知事は、受け入れ容認

の方向を打ち出し、最終的な詰めをしようとしています。京丹後市長は１０項目の確認（条件）を

示し、京都府知事も地元の意向をふまえて、防衛省との最終的な確認をしたいとしています。   

しかし、首長が受け入れ容認を打ち出して以降の地元での住民説明会では、「（米軍基地が）ない

ことが一番安全」「賛成は一人もいない」との批判が噴出し、賛成してきた議員も「ないことにこ

したことはない」との意見が大勢を占め、市長も安全安心の確保を前置きで言わざるを得ない状態

となっています。住民との矛盾はますます大きなものとなってきています。 

また、こうした住民の声があることから、京丹後市長や京都府知事は、「国防の問題」「安保の問

題」「沖縄の負担軽減の問題」などを強調しはじめているのも特徴です。 

このように、地元住民の意向を無視をして容認することや、日本の防衛とは無関係の米軍基地の

設置は許せるものではなく、私たちは、引き続き取り組み強化をはかっているところです。 

両首長の容認の方向を許さないとの声を引き続き、強めたいと考えていますので、９月中旬をめ

どに、あらためて、京丹後市と京都府に FAX で送付するとりくみを提起します。 

団体・個人のみなさんのご協力を心よりお願いするものです。 

 

記 

 

【別紙、京丹後市長、京都府知事への要請を、各団体名、各個人名を入れて行ってください】 

※ ９月議会が京丹後市でもはじまっており、京都府議会も１７日からはじまります。そのため、

９月２０日前後までをめどに集中したいと考えていますので、ご協力をお願いします。 

 

   京丹後市  〒627-8567 京丹後市峰山町杉谷８８９番地 

    FAX ０７７２―６９―０９０１ 

   京都府   〒602-8570 京都市上京区下立売新町西入藪ノ内町 

    FAX ０７５－４１１－５００１ 

以上 

 

 

 

 

 



２０１３年 ９月  日 

京丹後市長 

中山 泰様 

要請者： 

連絡先： 

米軍基地設置を受け入れないよう求めます 

 

 京丹後市経ケ岬への米軍基地の設置について、貴職は、受け入れ容認の方向を示し、１０項目の

確認（条件）を示されています。そして、これらの確認をふまえて受け入れを表明されようとして

います。 

しかし、この間の防衛省の説明をふまえての地元住民の意向は、「安全安心のためには受け入れ

ないのが一番」「ないことにこしたことはない」というものです。とりわけ住民の安全・安心の確

保について、住民は、きわめて厳しい評価をしています。 

また、「国防の問題」「安保の問題」「沖縄の負担軽減の問題」との意向が示されていますが、こ

の米軍基地の設置、X バンドレーダーの設置は、あくまで米本土へのミサイル防衛のためであり、

日本の防衛とは関係がありません。 

まして、この間の米軍ヘリ墜落事件、オスプレイ配備に関して、いかに日本政府が何等対応がで

きないものであり、米軍の思うがままであることが、あらためて鮮明となりました。 

私たちは、京丹後市経ケ岬への米軍基地設置は、地元住民の生活や営みに大きな影響を与え、安

全安心を損ない、山陰ジオパークの自然や文化、生態を脅かすもので反対です。 

以上のことから、あらためて次のことを求めます。 

記 

一、米軍基地の設置は日本の防衛とは関係なく住民の安全・安心を脅かすものであり、米軍基地設

置を受け入れないよう求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私のひとこと 



 

２０１３年 ９月  日 

京都府知事 

山田 啓二 様 

要請者： 

連絡先： 

米軍基地設置を受け入れないよう求めます 

 京丹後市経ケ岬への米軍基地の設置について、貴職は、地元である京丹後市の意向をふまえて 

受け入れ容認の方向を示され、防衛省への最終の確認をふまえて受け入れを表明されようとしてい

ます。 

しかし、この間の防衛省の説明をふまえての地元住民の意向は、「安全安心のためには受け入れ

ないのが一番」「ないことにこしたことはない」というものです。とりわけ住民の安全・安心の確

保について、住民は、きわめて厳しい評価をしています。 

また、「国防の問題」「安保の問題」「沖縄の負担軽減の問題」との意向が示されていますが、こ

の米軍基地の設置、X バンドレーダーの設置は、あくまで米本土へのミサイル防衛のためであり、

日本の防衛とは関係がありません。 

まして、この間の米軍ヘリ墜落事件、オスプレイ配備に関して、いかに日本政府が何等対応がで

きないものであり、米軍の思うがままであることが、あらためて鮮明となりました。 

私たちは、京丹後市経ケ岬への米軍基地設置は、地元住民の生活や営みに大きな影響を与え、安

全安心を損ない、山陰ジオパークの自然や文化、生態を脅かすもので反対です。 

以上のことから、あらためて次のことを求めます。 

記 

一、米軍基地の設置は日本の防衛とは関係なく住民の安全・安心を脅かすものであり、米軍基地設

置を受け入れないよう求めます。  

 

 

 
私のひとこと 


